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7
月
6
日
・
7
日
の
両
日
に
わ
た

り
、令
和
5
年
度
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
の
主
催
は
、

名
古
屋
市
老
連
と
全
老
連
で
す
。
研

修
会
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
リ
ー
ダ
ー

1
7
0
名
が
参
加
。「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地
域
づ
く

り
を
」
の
理
念
の
も
と
、
久
し
ぶ
り

に
多
く
の
仲
間
が
集
い
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
1
日
目
】

◆
開
会
／
主
催
者
・
来
賓
あ
い
さ
つ

◆
基
調
報
告
／
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

　
合
会
　
正
立 

斉 

事
務
局
長

◆
講
演
／
あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科

　
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ち
健
康

　
プ
ラ
ザ
）　
平
川 

仁
尚 

健
康
開
発

　
部
長
（
医
師
・
医
学
博
士
）

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
三
味
線
・
民
謡

◆
懇
親
会

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
名
古
屋
市

老
連
の
犬
飼
鐐
治
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
ま
し
た
。「
東
海
・
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
す
る

研
修
会
は
4
年
ぶ
り
で
す
。
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
活
動
に
は
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
は
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
な
お
一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
ク
ラ
ブ
に
と
っ

て
、
実
り
あ
る
研
修
会
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
力
強
く

語
り
ま
し
た
。　

そ
の
後
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
、
全
老

連
の
正
立
斉
事
務
局

長
に
よ
る
基
調
報
告
が
あ
り
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
状
況
や
ク
ラ
ブ
の
現

状
を
具
体
的
な
数
値
で
示
し
、
今
後

の
取
り
組
み
を
解
説
し
ま
し
た
。
ま

た
昨
年
11
月
8
日
に
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
、
東
京
・
両
国
国
技

館
に
お
い
て
、
全
老
連
創
立
60
周
年

記
念
「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。
天
皇
陛

下
よ
り
賜
っ
た
「
お
こ
と
ば
」
も
披

露
し
ま
し
た
。　

続
い
て
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
、
平
川
仁
尚
氏
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
生
き
が
い
を
持
ち
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
は
、
健
康
寿
命

延
伸
に
つ
な
が
り
ま
す
。
閉
じ
こ
も

り
の
生
活
で
フ
レ
イ
ル
が
進
む
と
リ

ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
引
っ
張
り
出

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
説
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
住
民
組
織
を

中
心
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
時
代
に
入
る
と
し
、
地
域
で

受
け
止
め
、
行
政
に
つ
な
ぐ
流
れ
に

な
る
と
の
こ
と
。「
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
、
お
互
い
さ
ま
（
互
助
）
の
意

識
を
持
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

が
る
。
こ
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
も

の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
。

こ
こ
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
が
あ

る
」
と
話
し
ま
し
た
。
学
び
の
機
能

も
併
せ
持
つ
「
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
な

通
い
の
場
が
あ
る
と
、
よ
い
効
果
が

生
ま
れ
る
よ
う
で
す
。
地
域
に
お
け

る
新
た
な
役
割
を
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

（
2
頁
に
続
く
）

活発な質疑応答活発な質疑応答

アトラクションアトラクション

懇親会の最後を飾る名古屋市老連懇親会の最後を飾る名古屋市老連
女性リーダー代表者会女性リーダー代表者会
手作りの記念品手作りの記念品

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は

…
人
々
の
協
調
行
動
を
活
発
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
の
効
率
性
を
高
め
る
こ

と
の
で
き
る
、「
信
頼
」「
規
範
」「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
社
会
組
織
の
特
徴
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6
月
14
日
、
昭
和
文
化
小
劇
場

に
お
い
て
、
令
和
5
年
度
新
任
会

長
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

任
会
長
72
名
お
よ
び
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
11
名
が
参
加
。
本
研
修
会
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
と
役
割
を
は

じ
め
、
取
り
巻
く
現
状
な
ど
を
理

解
し
、
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
犬
飼
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
人
生
1
0
0
年
時

代
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
人
生
が
長
く
な
れ
ば
、
生
活

を
豊
か
に
で
き
る
機
会
が
広
が
る

反
面
、
老
々
介
護
や
闘
病
生
活
と

い
っ
た
深
刻
な
現
実
も
待
っ
て

い
ま
す
。
健
康
の
維
持
は

大
事
で
、
な
ご
や
か
ク
ラ

ブ
の
活
動
自
体
が
健
康
づ

く
り
の
宝
の
山
で
あ
り
ま

す
。
研
修
会
で
得
た
こ
と
を
今
後

の
ク
ラ
ブ
運
営
の
ヒ
ン
ト
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織

と
活
動
」
と
題
し
、
田
口
欽
郎
研

修
委
員
長
よ
り
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
生
活
を
豊

か
に
す
る
楽
し
い
活
動
」
と
「
地

域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」
を

柱
と
し
て
い
ま
す
。
仲
間
を
増
や

し
て
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は

地
域
を
回
っ
て
声
掛
け
し
た
り
、

参
加
者
が
減
っ
た
ら
や
り
方
を
変

え
た
り
、
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切

と
説
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
名
古
屋
市
健
康
福
祉

局
高
齢
福
祉
課
の
松
岡
康
治
企
画

係
長
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
補

助
金
」
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
の
手
続
き
や
補
助

の
考
え
方
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
な
が
ら
解
説
。「
補
助
金
は

税
金
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

適
切
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
結
び
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
あ
い
ち
健
康
の

森
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

川
仁
尚
健
康
開
発
部
長
を
講
師
に

迎
え
、「
す
こ
や
か
な
エ
イ
ジ
ン

グ
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Q
O
L
（
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ

イ
フ
＝
生
活
の
質
・
人
生
の
質
）

の
向
上
な
ど
、
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
の
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
紹
介
。
例
と
し
て
、
若
い

頃
と
比
べ
て
「
衰
え
た
」
と
思
い

な
が
ら
暮
ら
す
人
よ
り
「
ま
だ
ま

だ
元
気
」
と
思
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
人
の
方
が
Q
O
L
が
高
い

状
態
に
あ
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
人
生
の
終
末
期
を
見
据

え
、
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前

も
っ
て
考
え
、
大
切
な
人
と
話
し

合
い
、
自
分
の
言
葉
で
残
す
こ
と

も
必
要
と
語
り
ま
し
た
。

　

（
1
頁
か
ら
の
続
き
）

【
2
日
目
】

◆
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

◆
事
例
発
表

⑴
石
川
県
志
賀
町
／
令
和
シ
ニ
ア

　
ク
ラ
ブ
・
山
本 

洋
子 

ク
ラ
ブ
長

⑵
福
井
県
永
平
寺
町
／
ゆ
ず
り
葉

　
の
会
・ 

大
関 

政
英 

副
会
長

⑶
愛
知
県
津
島
市
／
つ
し
ま
生
き

　
が
い
ク
ラ
ブ
・
日
比 

正
光 

会
長

　
浅
野 

幸
雄 

会
計

◆
意
見
交
換
会
／
テ
ー
マ
「
ク
ラ

　
ブ
活
動
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
」
コ

　
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
域
問
題

　
研
究
所
・
池
田 

哲
也 

氏

　

名
古
屋
市
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー

会
代
表
者
メ
ン
バ
ー
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
後
、
事
例
発
表
に
移
り

ま
し
た
。

⑴
石
川
県
／
令
和
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

解
散
し
た
地
区
で
女
性
4
名
が

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
復
活
さ
せ

た
事
例
を
発
表
。
高
齢
者
が
住
み

や
す
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
令
和

3
年
に
見
守
り
支
援
や
生
活
支
援

な
ど
を
行
う
「
友
愛
活
動
」
を
開

始
。
会
員
数
が
55
名
に
増
え
た
た

め
、「
令
和
第
2
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
も
友

愛
活
動
を
継
続
し
、
会
員
が
力
を

合
わ
せ
、
ク
ラ
ブ
を
発
展
さ
せ
て

い
ま
す
。

⑵
福
井
県
／
ゆ
ず
り
葉
の
会

　
「
自
身
の
福
祉
増
進
の
た
め
の

事
業
を
創
造
す
る
活
動
を
起
こ
そ

う
！
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る

事
例
を
発
表
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
を
踏
ま
え
、
新
し
い
高
齢

者
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。役
員
の
若
返
り
を
図
り
、

名
称
も
老
人
会
を
使
わ
ず
「
ゆ
ず

り
葉
の
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

地
区
の
65
歳
以
上
未
加
入
の
方
全

員
に
「
氏
名
入
り
」
の
案
内
状
を

持
参
し
、
説
明
し
な
が
ら
勧
誘
活

動
。
結
果
、
22
名
の
新
規
会
員
加

入
に
つ
な
が
り
ま
し
た
（
現
在
会

員
数
58
名
）。

⑶
愛
知
県
／
つ
し
ま
生
き
が
い
ク
ラ
ブ

　

福
祉
施
設
の
管
理
者
と
し
て
10

年
ほ
ど
実
績
を
重
ね
、
独
自
の
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
事
務
局
に
は
常
駐
の
役
員
を

配
置
し
、
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と

で
円
滑
な
運
営
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随

時
更
新
し
て
活
動
内
容
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
主
に
女
性
部
役
員
が

活
動
を
支
え
て
い
る
サ
ロ
ン
事
業

や
、
地
域
の
企
業
や
商
店
（
53
カ

所
）
と
連
携
し
、
ク
ラ
ブ
会
員
証

の
提
示
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
な
ど
も
構
築
。
入
会
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
事
例
と
し
て

発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
た

な
事
業
と
し
て
津
島
市
と
連
携

し
、
e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
場
を
提

供
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に「
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
」

を
テ
ー
マ
に
、
池
田
哲
也
氏
に
よ

る
進
行
の
も
と
、
参
加
者
全
員
で

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
減
少
や
後
継
者
不
足
改
善

に
は
、
ま
ず
は
会
員
が
ク
ラ
ブ
の

メ
リ
ッ
ト
を
再
確
認
し
、
楽
し
む

こ
と
が
有
効
で
す
。
お
互
い
の
ク

ラ
ブ
事
情
を
知
る
こ
と
で
話
も
弾

み
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

犬飼市老連会長犬飼市老連会長 意見交換会意見交換会 いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操
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名
古
屋
市
の
来
年
度
予
算
編
成
を
前

に
、
7
月
20
日
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古

屋
（
市
老
連
）
の
犬
飼
鐐
治
会
長
は
じ
め

水
谷
弘
、
天
野
直
明
、
加
納
年
子
各
副
会

長
の
４
名
が
名
古
屋
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
健
康
福
祉
局
の
浅
野
正
敏
長

寿
社
会
企
画
監
に
対
し
、
昨
年
度

要
望
事
項
（
ク
ラ
ブ
運
営
補
助
金

の
増
額
等
）
の
実
現
に
謝
意
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
来
年
度
に
向
け

た
要
望
書
を
提
出
し
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
実
情
や
要
望
内
容
の
主
旨
を

訴
え
ま
し
た
。

◇

　

要
望
事
項
２
点
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。
一
つ
目
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
、
ま
だ
地
域
で
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
行
政
を
通
じ
て
区
政
協

力
委
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
関
係
団
体
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
会
員
勧
誘
の

た
め
町
内
会
な
ど
で
の
チ
ラ
シ
回

覧
を
依
頼
す
る
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
運
営

補
助
金
に
か
か
る
事
務
が
大
変
負

担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運

営
補
助
金
の
申
請
・
精
算
報
告
の

簡
素
化
と
よ
り
分
か
り
や
す
い
手

引
き
書
の
改
訂
を
要
望
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
運
営
補
助
金
が
充

て
ら
れ
る
茶
菓
代
の
上
限
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

◇

　

市
側
か
ら
は
「
健
康
長
寿
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
上
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
は
と
て
も
重
要
で
あ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
活
性
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数

の
減
少
や
役
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご

苦
労
な
ど
、
今
日
は
生
の
声
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
ご
要
望
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た

事
務
の
簡
素
化
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う

し
て
い
く
と
い
い
の
か
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

10月10日㈫ 健康マージャン大会 麻雀ウイング

10月11日㈬ JASSくらぶとの交流交歓事業 史跡散策
（天白区：姫街道とハイキングコース）

集合場所　地下鉄
鶴舞線「平針」駅

10月12日㈭ 女性リーダー
ノルディック・ウォーキング体験会 名城公園

10月31日㈫ グラウンド・ゴルフ大会 白川公園

11月 8日㈬
～9日㈭ 全国老人クラブ大会 秋田県

11月14日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業 史跡散策
（東区：尾張徳川家ゆかりの寺院・施設）

集合場所　地下鉄
桜通線「高岳」駅

11月17日㈮ 健康づくりウォーキング大会 東山総合公園

11月29日㈬ 女性リーダー研修会 総合社会福祉会館
７階 大会議室

12月 1日㈮ ボッチャ競技大会 東スポーツセンター

12月 4日㈪
～5日㈫

全老連「高齢者の健康づくり・生活支援
セミナー」 東京都

12月 6日㈬ JASSくらぶとの交流交歓事業 史跡散策
（西区：名古屋おモしろード）

集合場所　地下鉄
名城線「名古屋城」駅

※「史跡散策」の申し込みについては、市老連事務局または各区老連事務局（区役所
　福祉課内＝4頁掲載のお問い合わせ先）へお尋ねください。

令和 6 年度 令和 6 年度 名古屋市長への名古屋市長への
予算要望書を提出予算要望書を提出

　全老連では、クラブ活動への意欲を高めるとともに、クラブの一層
の発展を図るため、毎年、範とすべき先進的な取り組みを行っている
単位老人クラブや連合会に「活動賞」を授与しています。
　名古屋市老連では、千種区の千石学区老人クラブ連合会と熱田区の
千年学区老人クラブ連合会が受賞されました。

　千石学区老連は昭和 38 年に結成。現在は11クラブ、372 名の会
員数です。戦災復興の大事業として整備された100ｍ道路で地域が分
断されるといった課題を解決するため、広域連合を組織し、幅広い活
動を行っています。
　サロン活動では、「共生型ふれあいいきいきサロン」を設け、高齢者
と子育て中の親子がふれあうことをねらいに、であい・ふれあい・ささ
えあいの 「３あいお茶のみ会」 を週1回開催し、交流を深めています。
　そのほか、清掃活動や健康づくり活動、世代間交流活動など幅広い
活動を行っています。

　千年学区老連は昭和 27年設立。12クラブ、433人の会員からな
ります。12クラブの半数以上が、友愛活動や社会奉仕活動に参加し、
連合会や単位クラブの活性化に貢献。この学区では10 年以上もクラ
ブ数が減少しないという実績を誇っています。
　区政協力委員や民生委員などとの連携も大切にしています。

令和 5 年度令和 5 年度    全老連全老連 「「活動賞活動賞」」

千年学区老連千年学区老連

千石学区老連千石学区老連
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［
七
十
一
］

　

大
森
・
金
城
学
院
前
駅
北
口
よ
り
徒
歩

2
分
、
守
山
区
弁
天
が
丘
に
浄
土
宗
大だ

い
し
ん森

寺じ

が
あ
り
ま
す
。

　

1
6
6
1
年
、
尾
張
二
代
藩
主
の
徳
川

光
友
が
、
生
母
乾
の
方
（
歓
喜
院
）
の
菩

提
寺
と
し
て
、こ
の
地
に
創
建
し
ま
し
た
。

　

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、
中
門
の
山
号

の
額
は
、
光
友
の
直
筆
。
秋
の
境
内
は
紅

葉
が
見
事
で
す
。

　

ま
た
、
寺
か
ら
約
4
0
0
m
北
東
に
、

雨
池
公
園
が
あ
り
ま
す
。
1
9
8
8
年
に

名
古
屋
市
1
0
0
0
カ
所
目
の
公
園
と
し

て
開
設
。
大
森
北
小
学
校
の
南
東
側
に
広

が
る
公
園
は
、境
目
の
な
い
「
学
校
公
園
」

で
す
。

　

南
西
に
あ
る
雨
池
と
も
つ

な
が
り
、
春
は
桜
が
き
れ
い

で
、
野
鳥
の
観
察
に
も
絶
好

の
場
所
で
す
。

■
交
通 

名
鉄
瀬
戸
線
「
大
森
・

　
金
城
学
院
前
」
駅
下
車 

守山区  大森寺・雨池公園
～尾張藩主ゆかりの寺と珍しい学校公園～

　会員数が、昨年度までの 46 名から倍近くの 86 名に
増えた友楽クラブ会長の前田弘子さんにお話を伺いまし
た。
　友楽クラブは、岩塚学区内の自主管理マンションの老
人会の名称です。101戸宅を有するこの集合住宅は昭和
55年に建設され43年が経過し、高齢居住者が大半です。
　前田会長は、生まれも育ちも中村区で、助産師として
長年中村区で活躍されて来られた方です。お仕事柄、赤
ちゃんやお母さんとの関わりはずっとあったのですが、ご
両親が晩年認知症になられてから「医療従事者の端くれ
として、赤ちゃん子どもからお年寄りまでが健康で幸せ
に過ごせるように」との感覚が自然に生まれたとのこと。
昔ならば地域住民間に当然のようにあった『助け合いの
精神』『お互いさま感覚』が希薄になってマンションの住
民同士も疎遠になりがちでは？との懸念も感じ、成年後
見制度にも関心を持つなどしておられました。
　友楽クラブ会長を前会長さんから引き継いだ際、日頃
の想いの丈をお話しすると「やりたいことはやってご覧な
さい」と背中を押され『なごやかひろば』配付の際など、
機会をみては全戸を訪問し、友楽クラブに未加入の方に
積極的にお声掛けした結果、加入者を倍増させられたと
のことでした。
　前田会長の若さ・行動力により、友楽クラブはじめ学区
内クラブが活性化し発展することを願ってやみません。

友楽クラブ友楽クラブ
前田 弘子 会長前田 弘子 会長

　多くの方に老人クラブのメリットを知っていた
だき、加入していただくため、募集のチラシを配
布しています。（区によってデザインが異なります）
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５
月
11
日
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
屋
外

研
修
会
を
開
催
。
参
加
者
は
22
名
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
近
く
の

ノ
リ
タ
ケ
の
森
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の

し
ゃ
れ
た
公
園
に
レ
ン
ガ
造
り
の
建

物
が
点
在
し
、レ
ス
ト
ラ
ン
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
な
る

複
合
施
設
。
日
本
を
代
表
す
る
陶
磁

器
メ
ー
カ
ー
・
ノ
リ
タ
ケ
の
工
場
跡

地
で
、
陶
磁
器
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
内
で
は
、
陶
磁
器
の
製
造
工

程
の
展
示
に
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
る

方
、
名
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
眺
め

て
い
る
方
、
カ
ッ
プ
の
絵
付
け
体
験

に
興
味
を
示
さ
れ
る
方
、
シ
ョ
ッ
プ

で
は
商
品
を
手
に
取
っ
て
使
い
勝
手

を
試
さ
れ
る
方
、
料
理
上
手
の
皆
さ

ん
は
洋
食
器
に
興
味
津
々
。

　

公
園
は
、
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
や
パ

ラ
ソ
ル
付
き
の
椅
子
、
池
、
芝
生
が

配
さ
れ
、
都
心
の
オ
ア
シ
ス
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
三
々
五
々
、
散
策

さ
れ
る
方
、
椅
子
に
座
っ
て
休
ん
で

み
え
る
方
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回
は
晴
れ
。

外
に
い
る
だ
け
で
気
分
は
爽
快
。

　

こ
の
後
は
、お
楽
し
み
の
懇
親
会
。

「
年
度
の
当
初
か
ら
お
互
い
を
知
り

た
い
」
と
い
う
要
望
に
、
1
月
の
懇

親
会
を
５
月
に
早
め
ま
し
た
。
席
は

く
じ
引
き
、
顔
写
真
の
つ
い
た
名
簿

を
配
り
、
ま
ず
は
顔
と
名
前
を
覚
え

る
、
そ
し
て
人
と
な
り
を
知
り
、
親

交
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま

し
た
。

　
「
時
間
が
足
り
な
い
、
も
う
少
し

ゆ
っ
く
り
し
た
い
」、「
今
度
は
個
人

的
に
来
て
、
ゆ
っ
く
り
見
学
し
た

い
」、「
区
老
連
の
研
修
会
の
候
補
に

し
た
い
」、そ
し
て
「
顔
写
真
が
あ
っ

た
の
で
、
多
く
の
方
の
顔
と
名
前
が

一
致
し
ま
し
た
」
と
、
皆
さ
ん
か
ら

好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
思
い
や
る  

心
が
事
故
を  

遠
ざ
け
る
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

女
性
リ

女
性
リ
ーー
ダダ
ーー
屋
外
研
修
会

屋
外
研
修
会

令
和
令
和
55
年
度
年
度  

と　

き
／
令
和

と　

き
／
令
和
55
年年
1111
月月
1717
日
㈮
（
予
備

日
㈮
（
予
備
日日
1111
月月
2424
日
㈮
）

日
㈮
）

と
こ
ろ
／
東
山
公
園
１
万
歩
コ
ー
ス
内
の
約

と
こ
ろ
／
東
山
公
園
１
万
歩
コ
ー
ス
内
の
約
33
・・
77
㎞
の
コ
ー
ス

㎞
の
コ
ー
ス

　子ども会と老人クラブがスポーツを通して交
流を深め、ニュースポーツの普及を図る世代間
交流スポーツ大会が 6月17日に枇杷島スポー
ツセンターにて開催されました。
　新型コロナウイルス感染症拡大のため、3 年
間中止としてきた大会ですが、4 年ぶりに開催
することができました。21回目となる今回は西
区内の小学生48 名と市内の老人クラブ会員48
名が、カローリング競技を一緒に楽しみました。
　最初に日本カローリング協会、鈴木インスト
ラクターによる競技の説明と練習を行ってから、
16レーンに分かれ、子ども会と老人クラブのチー
ムが 2試合ずつ対戦しました。

　1試合 6 イニング制でイニングごとの得点は
キャプテンによる最後の投球が終わるまでどち
らに入るかがわからないため、あちらこちらで
歓声やため息がでて、白熱した試合が繰り広げ
られ、子ども会チームが勝ったレーンからは大
歓声が上がりました。
　最後に子ども会、老人クラブそれぞれ 2試合
の合計得点の上位 3チームが表彰され、10 位
のチームにラッキー賞が贈られました。
　老人クラブの優勝は西区、準優勝は瑞穂区、
第 3 位は緑区、子ども会の優勝は山田、準優
勝は児玉Ｂ、第 3位は児玉Ｃのチームでした。

※参加申し込み：各区老人クラブ連合会 事務局
　（区役所福祉課内＝☎ 4 頁参照）にお申し込
　みください。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
月
８
日
か
ら

５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
事
業

が
実
施
し
や
す
い
雰
囲
気

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

中
川
区
老
連
で
は
、
例

年
６
月
に
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

講
習
会
と
学
区
対
抗
の
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
学
校
の
体

育
館
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技
場

な
ど
広
い
開
放
感
あ
る
会
場
で
行
う

た
め
人
気
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

（
※
）
で
、
市
老
連
で
は
高
齢
者
と

小
学
生
な
ど
が
一
緒
に
楽
し
め
る
世

代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
改
め
て

脚
光
を
浴
び
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
川
区
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
Ａ

～
E
組
の
５
組
に
分
か
れ
、
参
加
学

区
の
３
名
１
チ
ー
ム
、
計
20
チ
ー
ム

が
抽
選
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対

戦
し
、
各
組
優
勝
・
準
優
勝
と
３
位

４
位
を
決
定
し
、
さ
ら
に
総
合
優
勝

を
決
め
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進

み
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
を
ま
っ

す
ぐ
に
投
げ
ら
れ
な
い
、
距
離
が

短
か
す
ぎ
た
り
、
ゾ
ー
ン
を
オ
ー

バ
ー
し
て
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
り
と
、

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
難
し
い
の
で
す
が
、
参
加
者
は
ま

さ
に
一
挙
手
一
投
足
に
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
も
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
姿
・

歓
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
対
戦
で
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
氷
上
の
カ
ー
リ
ン

グ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
中

川
区
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
30
年
前
の

１
９
９
３
年
(平
成

５
年
)６
月
頃
に
中

川
区
の
会
社
が
自
社

部
品
を
も
と
に
考
案

し
、
今
で
も
中
川
区

に
日
本
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
決
勝
の
結
果
、
中
島
学
区

チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
。
次
の
市
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
て
大
会
を
無
事

終
え
ま
し
た
。

　
（
写
真
・
祖
父
江　

隆

／
文
・
加
藤　

嘉
博
）

※�

20
世
紀
後
半
以
降
に
考
案
・
紹
介

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
群
の
こ
と
。
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
軽
や
か
に
回

転
す
る
の
組
み
合
わ
せ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
の
秋
に
中
国
で
発
生
し

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
。
当
初
は

対
岸
の
火
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
で
も
発
生
し
、
3
月

末
に
政
府
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
す
る
に
及
び
日
本
中
が
パ
ニ
ッ
ク

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
間
を
見

回
す
と
朝
の
通
勤
時
間
帯
な
の
に
電

車
は
が
ら
が
ら
。
ひ
ど
い
時
に
は
一

両
に
数
人
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し

た
。
名
古
屋
駅
も
人
気
が
少
な
く
、

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の
話
で
は
、
コ

ロ
ナ
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
の

前
を
通
る
と
き
は
、
息
を
止
め
て
通

過
す
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
得
体
の
知
れ
な
い
感
染

症
で
治
療
法
も
ま
だ
確
立
し
て
い
な

い
、
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
も
ま
だ
開
発

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
は
や
む
を
得

な
い
反
応
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
思
え
ば
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
中
が
異
常
な
様
子
で
し
た
。
そ
の

後
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
予
防
接
種
の

実
施
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
な
ど
、

そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
症

の
分
類
が
今
年

5
月
以
降
2
類

か
ら
5
類
に
変

更
に
な
り
日
常

生
活
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
老
人

ク
ラ
ブ
の
行
事

は
、
令
和
2
年

度
は
、
ほ
ぼ
中
止
。
秋
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
だ
け
が
、
感
染
症
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
令

和
3
年
度
は
、
前
年
に
引
き
続
き
屋

内
の
密
に
な
り
そ
う
な
行
事
は
中

止
、
屋
外
ま
た
は
、
密
に
な
り
に
く

い
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
秋
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
秋
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
感
染
症
対

策
を
実
施
し
て
行
い
ま
し
た
。
令
和

4
年
度
は
、
全
行
事
感
染
症
対
策
、

人
数
を
制
限
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
今
の
と
こ
ろ
平
常
ど

お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ク
ラ
ブ
会

長
さ
ん
に
は
、
大
変
な
苦
労
を
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
特
に
初
期
の
段
階

で
は
、
今
ま
で
借
り
て
い
た
、
学

校
、
区
役
所
講
堂
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど

軒
並
み
使
用
禁
止
と
な
り
、
ど
こ
で

行
う
の
か
困

ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
特

に
高
齢
者
は

感
染
し
や
す

く
、
重
症
化

し
や
す
い
な

ど
特
有
の
特

性
を
抱
え
て

い
て
、
コ
ロ

ナ
が
怖
く

て
、
外
出
も

で
き
な
い
、
人
と
会
う
こ
と
も
で
き

な
い
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
フ
レ
イ
ル

状
態
に
お
ち
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
た
だ
こ
う
い
う
時
に
こ
そ
老
人

ク
ラ
ブ
員
、
お
互
い
電
話
な
ど
で
連

絡
し
合
い
、
孤
立
に
な
ら
な
い
よ
う

支
え
合
い
前
向
き
に
生
き
た
い
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
（
熊
澤　

克
則
）

な
か
が
わ

中川区

あ
つ
た

熱田区

名
古
屋
が
生
ん
だ
世
界
の

ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

コ
ロ
ナ
禍
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
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な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
港
で
は
、
令
和

元
年
度
後
半
か
ら
休
止
し
て
い
た
行

事
や
活
動
を
、
4
年
度
当
初
よ
り
規

模
は
小
さ
く
て
も
徐
々
に
回
復
さ
せ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
６
月
15
日
に
85

名
が
バ
ス
3
台
に
分
乗

し
て
渥
美
半
島
方
面
へ

日
帰
り
の
会
長
等
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
原
市
博
物
館
で
展
示

さ
れ
て
い
る
渡
辺
崋
山

の
生
い
立
ち
や
人
と
な

り
を
偲
び
、
そ
の
あ
と

豊
川
稲
荷
へ
参
拝
し
ま

し
た
。

　

6
月
29
日
に
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
会
を
各
学
区

参
加
の
48
名
で
楽
し

み
、
10
月
14
日
に
稲
永

公
園
野
球
場
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
、
参
加

選
手
を
通
常
の
半

分
以
下
の
1
6
2

名
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

11
月
8
日
の
演

芸
大
会
は
港
文
化

小
劇
場
で
、
声
出

し
禁
止
で
日
舞
2

組
、
民
謡
踊
り
3

組
、
歌
謡
舞
踊
、

大
正
琴
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
そ
し
て
銭
太
鼓
と
９
チ
ー

ム
54
名
の
熱
演
で
華
や
か
な
舞
台
に

1
0
0
余
名
の
観
衆
は
大
満
足
で
し

た
。

　

そ
し
て
4
年
度
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

「
趣
味
の
作
品
展
」
を
2
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

３
年
の
間
隔
が
空
い
て
の
開
催
だ
っ

た
の
で
出
品
者
や
出
品
数
が
ど
れ

ほ
ど
集
ま
る
の

か
気
を
も
み
ま

し
た
が
、
各
会

長
皆
さ
ん
の
声

掛
け
と
出
品
者

の
掘
り
起
こ
し

に
早
く
か
ら
奔

走
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
会
員

皆
様
の
熱
意
に

よ
っ
て
15
学
区

か
ら
2
1
0
名

の
力
作
4
9
9

点
が
寄
せ
ら

れ
、
作
品
数
は

心
配
を
よ
そ
に
前
回
の

78
％
ま
で
回
復
で
き
、
約

3
3
0
人
の
皆
さ
ん
に
作

品
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
は
着
物

や
帯
を
バ
ッ
グ
や
洋
服
に

仕
立
て
直
さ
れ
た
素
敵
な

大
型
作
品
が
数
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

4
年
度
唯
一
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
皆
さ

ん
大
好
評
の
港
文
化
小
劇

場
で
の
「
楽
し
く
唄
お
う

会
」
で
し
た
。
5
年
度
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
も
終
息
し
て
く
れ

て
、
皆
さ
ん
自
慢
の
十
八
番
が
拝
聴

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
寺
野　
　

肇
）

　

豊
田
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

単
一
ク
ラ
ブ
数
は
５
つ
。
会
員
数
は

１
５
２
名
（
4
月
1
日
現
在
）
で
す
。

　

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
は
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
研
修
旅
行
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
毎
月
第
４

水
曜
日
に
豊
田
コ
ミ
セ
ン
で
10
年
以

上
続
け
て
い
る
「
健
康
会
」
で
す
。

き
っ
か
け
は
学
区
か
ら
の
声
掛
け
で

始
ま
り
、
そ
の
後
ク
ラ
ブ
で
継
続
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

会
は
音
楽
・
体
操
・
健
康
講
話
な

ど
健
康
長
寿
を
目
的
と
し
た
多
方

向
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
毎
月
20

～
30
人
が
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
は
会
員
勧
誘
の
場
で
も

あ
り
ま
す
し
、
欠
席
の
理
由
を
確
認

し
て
、
互
い
を
気
遣
う
場
で
も
あ
り

ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
時
も
こ
の
事
業

を
活
動
の
「
幹
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

感
染
防
止
策
を
徹
底
し
毎
月
欠
か
さ

ず
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
田
学
区
連
絡
協
議
会
の

一
員
と
し
て
の
役
割
も
大
切
に
し
て

お
り
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
令
和
元
年
度
を
最
後
に

休
止
に
し
て
い
た
夏
ま
つ
り
を
7
月

29
日
～
30
日
、
協
議
会
で
再
開
し
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
模
擬
店
（
金
魚
す
く

い
）
を
出
店
し
子
ど
も
た
ち
と
大
い

に
交
流
し
ま
し
た
。（
な
お
、
金
魚

を
購
入
し
て
か
ら
、
お
祭
り
ま
で
の

2
～
3
日
間
の
金
魚
の
健
康
管
理
は

大
変
で
し
た
。）

　

こ
れ
か
ら
も
学
区
内
で
ク
ラ
ブ
の

知
名
度
を
上
げ
、
よ
り
多
く
の
方
に

入
会
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
貢
献
や

楽
し
い
活
動
を
通
し
て
顔
の
見
え
る

関
係
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ

や
安
心
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。（

柴
田　

輝
雄
）

み
な
と

港区

み
な
み

南区

活
動
の
回
復
を
め
ざ
し
て

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
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「
不
用
品
を
買
い
取
る
」
と
い
う
電
話
や
広
告
に
よ
り
訪
問
を

依
頼
し
た
ら
、
貴
金
属
を
売
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
名
古
屋
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
「
不
用
品
を
買
い
取
り
ま
す
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
突
然
か
か
っ
て
き
た
電
話
や
広
告
を
見
て
、

不
用
品
の
買
取
り
を
依
頼
し
た
は
ず
が
、
貴
金
属
を
売
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
例
の
多
く
は
、

不
用
品
を
引
取
っ
た
後
も
業
者
が
居
座
り
、
貴
金
属
は
な
い
か

と
尋
ね
ま
す
。
査
定
だ
け
で
も
良
い
と
言
わ
れ
貴
金
属
を
出
し

た
ら
、
安
価
に
買
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

店
舗
以
外
の
場
所
で
買
取
り
業
者
が
物
品
を
買
取
る
こ
と
を

「
訪
問
購
入
」
と
い
い
、特
定
商
取
引
法
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
者
に
は
契
約
書
面
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

売
却
し
た
時
は
契
約
書
面
の
交
付
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
購
入
の
場
合
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
８
日
間
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
が
、
本
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
や
、
自
ら
買
取

り
を
依
頼
し
た
物
品
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
呼
ん

だ
業
者
で
も
、
買
取
り
を
約
束
し
て
い
な
い
物
品
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
る
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
て

も
業
者
が
物
品
を
紛
失
し
た
り
転
売
す
る
な
ど
、
返
却
さ
れ
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
物
品

の
引
渡
し
を
拒
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
手
元
に
置
い
て
お
く

こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

引
越
し
や
遺
品
整
理
な
ど
で
大
量
に
出
る
不
用
品
の
処
分
は
、

通
常
の
ゴ
ミ
収
集
や
自
己
搬
入
の
ほ
か
、
名
古
屋
市
の
収
集
運

搬
許
可
を
受
け
た
業
者
に
有
料
で
依
頼
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

不
用
品
の
処
分
は
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
2
―
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
～
土
）

　

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く 

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

https://w
w

w.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局 

消
費
生
活
課

　
　

☎
0
5
2
―
２
２
２
―
９
６
７
９

　高齢者の方を対象にさまざまな講習を実施し、皆さまの社会
参加を支援します。あなたも第二の人生、新たな生きがいを見
つけてみませんか？

※各講習の開催日時・場所・対象者・受講料等の詳細は、講習によっ
　て異なります。

 アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線
「御器所」駅下車②番
出口より右手に 40㍍
『御器所ステーションビ
ル』4･5階

〒466-0015 昭和区御器所通 3丁目12-1
（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

・パソコン入門
・P検３級試験対策講座
・竹工作教室
・講演会

・パソコン/エクセル（応用）
・はじめてさわるパソコン

・警備業基礎講習
・パソコン/エクセル（基礎）

※電話受付：1/4 ㈭～

「警備業基礎講習」

「はじめてさわるパソコン」

「竹工作教室」

◎ホームページもございます。
　アドレス：https://www.bes-c.com
◎就業に関する相談も行っています。
　相談窓口（土日祝日 12/29 ～ 1/3 を除く 9 時～ 17 時）
☎ 052-842-4692

楽らく介護のすすめ ～心と体の健康講座～

11/15 ㈬ 「口腔ケア～元気なお口は健康の源～」

11/29 ㈬ 「らくらくお出かけ術 ～身支度から車の乗り降りまで～」

11/  1 ㈬ 「新聞ちぎり絵でクリスマスカードを作ろう」

10/25 ㈬ 「フェムテック（女性のデリケートゾーンケア）と骨盤底筋体操」

12/  2 ㈯ 「フェムテック（女性のデリケートゾーンケア）と骨盤底筋体操」

12/  9 ㈯ 「自宅でできる！食事の工夫と調理のポイント～おいしく食べて、元気に長生き！～」

11/25 ㈯ 「らくらくお出かけ術 ～身支度から車の乗り降りまで～」

11/11 ㈯ 「楽しく安全に歩く！2 本の専用ポールでスマートウォーク！」

北部介護者教室

南部介護者教室

【会　　場】名古屋市総合社会福祉会館　７階研修室東西
　　　　　（北区清水四丁目 17-1 北区総合庁舎内）
【時　　間】午後 1 時 30 分～ 3 時

　　　　　（各日とも終了後、午後 3 時 30 分まで介護に関する個別相談会を行います）
　　　　　※プラザおしゃべりサロンは 午後 3 時 30 分～ 4 時
【定　　員】各回 20 名　　
【費　　用】無料
【申　　込】9 月 21 日 ㈭午前10 時より電話・FAX・郵送・窓口・Web にて受付開始（先着順）

※４回シリーズですが、1回のみの参加もできます。

※ 11/29 終了後、交流会を開催します。介護者教室を受講された方は、どなたでも
　参加できます。

プラザおしゃべりサロンのご案内

【会　　場】名古屋市総合リハビリテーションセンター４階大研修室
　　　　　（瑞穂区弥富町字密柑山１番地の２）
【時　　間】午後 1 時 30 分～ 3 時

　　　　　（各日とも終了後、午後 3 時 30 分まで介護に関する個別相談会を行います）
　　　　　※プラザおしゃべりサロンは午後 3 時 30 分～ 4 時
【定　　員】各回 20 名　　
【費　　用】無料
【申　　込】9 月 28日 ㈭午前 10 時より電話・FAX・郵送・窓口・Web にて受付開始（先着順）

※４回シリーズですが、1回のみの参加もできます。

※ 12/9 終了後、交流会を開催します。介護者教室を受講された方は、どなたでも参
　加できます。

プラザおしゃべりサロンのご案内

◆申込先・問い合わせ先
なごや福祉用具プラザ（開館時間 午前10 時～午後 6 時、月祝・年末年始を除く）
〒 466-0015 名古屋市昭和区御器所通 3 丁目 12-1 御器所ステーションビル 3 階
TEL 052-851-0051   FAX  052-851-0056
インターネット「なごや福祉用具プラザ」で検索　ウェブサイトはこちらから▶

◆主催
名古屋市・名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ

な
ご
や
見
守
り
情
報
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不
用
品
の
買
取
り
は

き
っ
か
け
作
り
に
過
ぎ
ず
、

目
的
は
貴
金
属
の
可
能
性
が
！

不用品不用品
   高額   高額
   買取!!   買取!!
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そ
し
て
、
閉
じ
こ
も

る
こ
と
で
筋
力
が
さ

ら
に
低
下
す
る
と
い

っ
た
具
合
で
す
。

　

で
は
、
フ
レ
イ
ル

を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
付
け
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
3
本
柱
が
運
動
、
タ
ン
パ

ク
質
の
摂
取
、
社
会
参
加
で
す
。
週
に
2
、
3
回
は
自

宅
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
よ
い
の
で
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
筋
肉
の
材
料

と
し
て
の
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
も
重
要
で
す
。
積
極
的

に
肉
、
魚
、
豆
腐
、
乳
製
品
な
ど
を
取
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
社
会
的
フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
た
め
に
社

会
参
加
も
大
事
で
す
。
地
域
活
動
、
趣
味
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
て
、
最
低
週
１
、
2
回
は
出
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
ま
さ
に
フ
レ
イ
ル
予

防
そ
の
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

最
近
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
言
葉
で
、
英

語
の
「
F
r
a
i
l
t
y
（
フ
レ
イ
ル
テ
ィ
）」
が
語

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
F
r
a
i
l
t
y
」
は
「
虚

弱
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
身
体
機
能

が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
「
要
介
護
」

の
一
歩
手
前
の
状
態
を
表
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
状
態
で
あ
る
「
自
立
」
と
「
要
介
護
」
の

境
界
に
位
置
し
ま
す
（
図
１
）。
要
介
護
状
態
に
な
る

と
、
何
ら
か
の
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
に
こ
じ
ら
せ
が

ち
で
、
元
気
な
人
だ
と
数
日
で
治
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ

が
入
院
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
重
症
化
し
て
し
ま
い
、

最
後
は
完
全
に
寝
た
き
り
や
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
、
家
族
や
医
療
者
が
早
く
気

付
き
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
の
状
態

か
ら
健
常
に
近
い
状
態
へ
改
善
し
た
り
、
要
介
護
状
態

に
至
る
可
能
性
を
減
ら
せ
た
り
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
基
準
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、「
体
重
減
少
」「
疲
労
感
」「
日
常
生
活
活
動
量
の

減
少
」「
歩
行
速
度
の
低
下
」「
筋
力
の
低
下
」
の
5
項

目
が
フ
レ
イ
ル
に
気
付
く
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
フ
レ
イ
ル
は
そ
の
よ
う
な
身
体

的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
精
神
心
理
的
（
記
憶
力
の
低

下
、
う
つ
気
分
な
ど
）、
社
会
的
（
孤
立
・
孤
独
、
経

済
的
問
題
な
ど
）
な
問
題
を
含
む
非
常
に
幅
広
い
概
念

で
す
。
さ
ら
に
は
、
身
体
、
精
神
心
理
、
社
会
の
３
要

素
は
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
い
て
、
ど
こ
か
に
問
題
が

生
じ
る
と
、
負
の
連
鎖
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
歯
が
欠
損
し
、
食
事
が
し
っ
か
り
と
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
筋
肉
が
減
少
す
る
こ
と
で
筋
力

が
低
下
し
（
身
体
的
フ
レ
イ
ル
）、
外
出
す
る
こ
と
が

億
劫
と
な
り
（
精
神
心
理
的
フ
レ
イ
ル
）、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
（
社
会
的
フ
レ
イ
ル
）。

健
康
長
寿
の
秘
訣
～
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？

あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
）

健
康
開
発
部
長
（
医
師
・
医
学
博
士
）  

平
川 

仁
尚

元
気
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

　
　

～
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
～（
3
）

 令和５年度  犯罪被害を学ぶ会（参加無料）

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸器の
ことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸器なんで
も相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
☎ 052-614-2879   FAX 052-614-2818

 相  談  日／令和5年10月17日㈫・11月21日㈫・12月19日㈫

◆ 受付時間／午後 1:15 ～ 2:30 の指定の時間
◆ 対 象 者／市内在住の 15 歳以上の方
◆ 場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町 5-1-1）
◆ 内　　容／① 問診  ② 身長・体重測定  
　　　　　　③ 胸部エックス線検査  ④ 血圧測定
　　　　　　⑤ 肺機能検査  ⑥ 診察・個別相談
◆ 費　　用／無料

【と　き】10 月 18 日㈬　午後 2 時～ 3 時 50 分 
【ところ】名東文化小劇場

　　　　 （名東区上社一丁目 802　上社ターミナルビル 3 階）
【内　容】講演「『被害者の心情を理解する』ながらスマホ運転の危険性

　　　　  ～今も敬太と共に～」　則竹 崇智 氏
【会場参加申込期限】10 月 16 日㈪　

【と　き】11 月 28 日㈫　午後 2 時～ 3 時 50 分 
【ところ】南文化小劇場（南区千竃通 2 丁目 10 番地の 2）
【内　容】トークセッション「被害者の実情と必要な支援」

　　　　永谷 恵子 氏・下村 英一 氏
　　　　（NPO 法人犯罪被害当事者ネットワーク緒あしす）

【会場参加申込期限】11 月 24 日㈮

【申込方法】
(1) 名古屋市電子申請サービス　
　 右記二次元コード「電子申請サービス」から、
　 「犯罪被害を学ぶ会」と検索
(2) ファックス：送信先　052-972-6453
(3) は　が　き：送付先　〒 460-8508   中区三の丸三丁目１番 1 号
　　　　　　　　　　   名古屋市スポーツ市民局人権施策推進室
(4) 電子メール：a2580@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp

 【記入事項（各申込方法共通）】
①参加の講座　第 1 回・第２回・両方　②住所　③名前（ふりがな） 
④電話番号
※第１回と第２回で講演の内容は変わります。１つの参加でも両方の参

加でもかまいません。
《お問い合わせ先》

名古屋市スポーツ市民局人権施策推進室　TEL 052-972-2582

第 1 回

第 2 回

名古屋市犯罪被害者等総合支援窓口
　名古屋市では、「名古屋市犯罪被害者等支援条例」に基づき、犯罪被
害に遭われた方やそのご家族への支援事業を行っています。

【電　話】052-972-3042
　　　　 月～金曜日午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分（祝休日・年末年始を除く）

【ファックス】052-972-6453
【電子メール 】a2582@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp

◎犯罪被害等により生じた不安や問題等の相談にお
　応えします。
◎おひとりで不安な場合、区役所等への手続きに同
　行します。
◎ごいっしょに本市の支援事業への申込受付を行い、
　支援を提供します。
◎状 況に応じて、関 係 機 関をご案内します。ひとりで 悩まないで、
　一緒に考えさせてください。まずはお電話ください。

図 1.

※フレイルは、要介護状態に至る前段階として位置づけられますが、身体的脆弱性のみ
ならず精神・心理的脆弱性や社会的脆弱性などの多面的な問題を抱えやすく、自立
障害や死亡を含む健康障害を招きやすいハイリスク状態を意味します。「フレイル診
療ガイド2018年版」（日本老年医学会／国立長寿医療研究センター、2018）

総合支援窓口でお手伝いできること総合支援窓口でお手伝いできること
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　「読者のページ」ではテーマも設けています。次号のテーマは「私の
好きな“あんこ”」です。一年を通して私たちを幸せにしてくれる“あん
こ”。日々の暮らしのそばに “どら焼き” “たい焼き” “大福” “饅頭”“小
倉トースト”、季節の変化を楽しむ“ぜんざい” “草もち” “おはぎ” “あ
んみつ”“水ようかん”などなど。あなたの好きな“あんこ”は何ですか？ 
あんこ愛あふれるエピソードをお待ちしています。

読者の声読者の声

90歳になった友人も多くてデイ
サービスにも週3回通っています
が、私が訪ねるたびに認知症が進
んでいます。福祉がきめ細かく彼
女を支えてくれることを願うばかり
です。（瑞穂区Ｍ）

グラウンド・ゴルフに出かけまし
た。学校の運動場は日陰がないの
で、まわりの桜の木の下で休み、参
加者のみんなと久しぶりのおしゃ
べり。それぞれの身体具合の話に
盛り上がりました。（西区Ｋ）

グラウンド・ゴルフを週２回楽しん
でいます。何とか皆さんに楽しんで
参加してもらえるクラブになった
らと思っています。（緑区Ｈ）

新聞に出してもらえると、同級生
から「今月載ってるよ」と言って電
話をくれます。とってもうれしいで
す。（港区Ｋ）

なつかしの歌「すいかの名産地」
など、子どもたちにぜひ教えて歌
い続けたいと思います。ありがとう
ございます。（瑞穂区Ｍ）

いつも楽しく読ませていただいて
います。初めて投稿しました。次
号までのワクワク感が増しました。
（緑区Ｙ）

答えがわかるのにだんだん時間が
かかるようになってきましたが、人
生で一度くらい当選できると期待
して送っています。（中村区Ｆ）

学区の記事が掲載されているとう
れしくなります。皆さまのご活躍も
分かり、自分も頑張らなくてはと
思います。（東区Ｉ）

楽しく美しいこのクラブ通信を楽
しく拝読しています。お手軽料理
参考にしています。（東区Ｋ）

私の好きな“あんこ”次 号
テーマ

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
健
康

で
い
ら
れ
る
か
、
長
く
生
き
た
と
し
て

も
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
、
こ
う

し
た
不
安
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　

元
気
で
社
会
に
貢
献
し
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
高
齢
者
の

願
い
で
す
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
人
生
を
楽
し

む
、
そ
し
て
、
ク

ラ
ブ
活
動
を
楽
し

む
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た

め
、
市
老
連

は
、「
ク
ラ

ブ
活
動
を
楽

し
む
８
つ
の

ヒ
ン
ト
」
と

題
し
て
報
告

書
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

一
般
的
に

は
、
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
飽
き

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
と
り
あ
え
ず

楽
し
い
こ
と
よ
り
も
、
少
々
苦
労
し
た

方
が
、
楽
し
さ
が
増
し
ま
す
。
自
分
が

知
ら
な
い
こ
と
や
体
験
し
て
い
な
い
こ

と
が
、
楽
し
い
と
い
う
場
合
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
新
た
な
発
見
で
す
。
一
人
で

や
る
よ
り
も
、
み
ん
な
で
や
っ
た
方
が

楽
し
い
。
ク

ラ
ブ
活
動
も

担
い
手
の
立

場
の
方
が
、

楽
し
さ
の
深

み
が
増
し
ま

す
。そ
し
て
、

生
き
が
い
や

充
実
感
を
味

わ
え
ま
す
。

少
し
、
踏
み

込
ん
だ
方
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽

し
む
こ
と
は
、一
筋
縄
で
い
き
ま
せ
ん
。

知
恵
と
努
力
、
そ
し
て
思
い
や
り
も
必

要
で
す
。

　

一
方
、
高
齢

に
な
る
と
、
健

康
に
不
安
が
生

じ
ま
す
。
体
力

や
知
力
の
衰
え

か
ら
生
活
圏
が
狭
く
な
り
、
親
し
く
お

し
ゃ
べ
り
の
で
き
る
友
人
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
孤
独
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
考
え
や
行
動

が
内
向
き
に
な
り
、
老
い
を
助
長
す
る

心
情
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
末
永
く
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、「
健
康
」や「
人

間
関
係
」「
人
的
交
流
」「
活
動
参
加
」

「
活
性
化
策
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
の
も
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
こ

と
を
検
討
し
ま
し
た
。
順
次
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む

ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
88
つ
の
ヒ
ン
ト

つ
の
ヒ
ン
ト

　

去
年
の
春
、
当
時
小
2
だ
っ
た
孫
娘

と
植
え
た
イ
チ
ゴ
の
苗
に
ご
ま
つ
ぶ
大

ほ
ど
の
実
が
付
き
ま
し
た
。
一
応
赤
く

な
り
、「
一
人
前
に
赤
く
な
っ
た
ね
」

と
話
し
な
が
ら
食
べ
て
み
ま
し
た
。
固

く
て
酸
っ
ぱ
く
て
と
て
も
お
い
し
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
小
指
の
先
ほ
ど
に
な
り
「
今

年
は
去
年
よ
り
ま
し
だ
ね
」
と
話
し
な

が
ら
赤
く
色
づ
い
た
物
か
ら
順
番
に
収

穫
し
ま
し
た
。
去
年
と
は
違
い
美
味
で

少
し
は
柔
ら
か
い
出
来
映
え
で
し
た
。

「
来
年
は
も
っ
と
大
き
く
て
甘
く
柔
ら

か
い
実
が
な
る
と
い
い
ね
」
と
話
し
な

孫
娘
と
植
え
た

イ
チ
ゴ
の
苗

　
　
熱
田
区
切
戸
南
睦
会

平
田
　
明
子

が
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

孫
娘
い
わ
く
「
こ
の
イ
チ
ゴ
苗
は
ど

根
性
苗
だ
ね
。
だ
っ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ア
ロ
エ
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
氷
っ

て
し
ま
い
全
滅
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ね
。

い
つ
も
洗
っ
て
刻
ん
で
食
べ
て
い
た
の

に
食
べ
れ
な
く
な
っ
た
ね
。
ト
ホ
ホ
だ

ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
小
4
に
な
り
、
元
気
に
学
校
に

行
く
姿
を
見
る
た
び
に
い
つ
ま
で
私
た

ち
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
末
永
く
よ
ろ
し
く
ね
。

ペペ
ーー
ジジ

のの
者者
読読

　

空
の
涙
腺
が
緩
み
、
一
気
に
落
ち
て

来
る
雨
の
す
ご
さ
に
、
山
も
河
も
草
木

も
止
め
ら
れ
ず
、
人
々
の
生
活
圏
に
押

し
寄
せ
て
来
る
水
。

　

天
上
に
何
が
起
き
た
の
か
。
人
々
は

た
だ
た
だ
空
を
見
上
げ
、
た
め
息
を
つ

く
の
み
。

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
水
を
ま
き
、
忘
れ

た
か
の
よ
う
に
青
空
が
や
っ
て
来
る
。

し
か
し
水
の
恐
ろ
し
さ
に
ぼ
う
ぜ
ん
と

し
、
何
処
に
道
が
あ
り
、
田
畑
が
こ
こ

と
自
然
を
壊
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ
人
間

が
罰
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
か
も
。
明

日
か
ら
の
生
活
に
不
安
が
よ
ぎ
る
。

空
の
涙
腺

　
　
天
白
区
虹
の
会

山
田
　
勝
子
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父
と
子
が
虫
と
り
網
を
持
ち
て
行
く

　

父
も
心
は
少
年
時
代

（
千
種
区
内
山
第
７
寿
ク
ラ
ブ　

村
元　

孝
子
）

も
う
二
度
と
会
へ
な
い
人
に
祈
る
と
き

　

世
代
を
超
え
て
語
り
部
に
な
る

（
北
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
い
あ
ん　

小
林　

康
信
）

名
古
屋
城
虎
の
敷
物
に
跨
が
り
し

　

加
藤
清
正
の
ブ
ロ
ン
ズ
厳
し

（
西
区
清
里
ク
ラ
ブ　

服
部　

正
子
）

海
ご
み
の
課
題
に
向
き
合
う
高
校
生

　

紙
面
に
知
り
て
光
感
じ
ぬ

（
西
区
宝
ク
ラ
ブ　

村
田　

靖
子
）

名
古
屋
場
所
何
時
も
見
え
る
顔
元
気
だ
ね　

　

知
ら
ぬ
方
で
も
安
堵
の
気
持

（
中
村
区
福
寿
会　

太
田　

鈴
江
）

モ
ー
ニ
ン
グ
同
じ
顔
ぶ
れ
ホ
ッ
と
す
る

　

帰
る
時
に
は
あ
り
が
と
う

（
中
村
区
森
一
豊
寿
会　

櫻
井
八
重
子
）

雲
間
よ
り
月
が
き
れ
い
と
亡
夫
の
声

　

家
事
の
手
と
め
ず
軽
く
か
え
し
ぬ

（
昭
和
区
き
さ
ら
ぎ
会　

柳
原　

貞
子
）

米
寿
歳
ま
だ
乗
っ
て
る
の
友
は
云
う

　

日
々
気
を
付
け
て
運
転
し
て
る

（
瑞
穂
区
長
寿
会　

鈴
木　

教
子
）

よ
き
ひ
と
ら
導
き
く
る
る
お
こ
し
や
す

　

け
ふ
は
滑
舌
ぺ
タ
カ
ラ
パ
パ
パ

（
中
川
区
東
寿
会　

服
部　

由
美
）

公
園
で
木
陰
さ
が
し
て
一
休
み

　

水
分
補
給
又
散
歩

（
港
区
宝
友
会　

尾
身　

フ
サ
）

コ
ロ
ナ
禍
を
よ
み
つ
ゝ
集
う
宝
寿
会

　

演
歌
合
唱
な
ど
盛
り
上
が
り

（
南
区
宝
寿
会
第
一　

青
山　

好
子
）

電
話
口
力
ま
ず
ゆ
っ
く
り
話
し
て
ね

　

言
葉
届
か
ぬ
老
難
聴
の
耳

（
緑
区
大
高
台
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ　

加
藤　
　

和
）

ロ
ボ
ッ
ト
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
愛
想
ふ
り　

　

つ
い
話
か
け
返
事
ま
つ

（
緑
区
ハ
ツ
ラ
ツ
ク
ラ
ブ
桶
狭
間　

白
石　

輝
子
）

山
藤
の
散
り
敷
く
道
を
通
い
た
る

　

は
る
か
に
遠
き
日
々
を
想
え
り

（
緑
区
熊
の
前
寿
ク
ラ
ブ　

高
瀬
百
合
子
）

優
雅
な
る
名
所
古
跡
の
夫
婦
旅

　

果
せ
ぬ
ま
ま
に
妻
は
先
立
つ

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

小
池
鈴
太
郎
）

蝉
の
声
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
夕ゆ

う
げ餉

か
な

（
千
種
区
百
寿
ク
ラ
ブ　

加
藤　

淑
翠
）

雨
ご
と
に
オ
レ
ン
ジ
色
に
枇
杷
染
ま
る

（
北
区
上
飯
田
ハ
イ
ツ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

菊
田　

恵
加
）

炊
き
上
が
る
筍
ご
飯
香
り
立
つ

（
瑞
穂
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

足
立　

忠
昭
）

夕
涼
し
浴
衣
姿
に
下
駄
の
音

（
中
川
区
高
寿
会　

溝
口
美
代
子
）

夏
霞
伊
吹
花
咲
く
霧
の
や
ま

（
南
区
第
一
健
生
会　

加
藤　

京
子
）

瀬
戸
山
に
雨
乞
い
背
お
い
て
入
道
雲

（
守
山
区
芙
蓉
会　

小
林　

貞
子
）

競
ひ
鳴
く
蝉
の
集
い
や
猛
暑
夏

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ　

喜
田　

政
子
）

関
取
の
鬢び

ん

付づ

け
の
香
や
梅
雨
最
中

（
天
白
区
大
根
む
つ
み
会　

中
野　

省
蔵
）

ド
忘
れ
の
度
が
重
な
り
て
歳
悟
り

（
千
種
区
千
石
千
寿
会　

吉
田　

守
松
）

お
寺
ヨ
ガ
本
堂
前
で
呼
吸
法

（
東
区
富
士
塚
長
寿
ク
ラ
ブ　

吉
橋　

広
武
）

敬
老
会
若
造
り
し
て
熱
唱
す

（
西
区
第
二
新
珠
ク
ラ
ブ　

宮
脇　

行
正
）

待
っ
て
る
よ
コ
オ
ロ
ギ
鳴
く
日
い
つ
か
し
ら

（
中
村
区
旭
寿
会　

尾
国　

良
蔵
）

み
な
元
気
健
康
麻
雀
小
春
日
和

（
中
村
区
森
西
豊
寿
会　

後
藤　

康
之
）

秋
が
来
て
来
年
こ
そ
は
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

（
中
区
第
三
き
ら
く
会　

堀
田
友
三
郎
）

ひ
と
や
す
み
ま
た
ひ
と
や
す
み
で
今
日
も
暮
れ

（
昭
和
区
陶
生
会　

近
藤　

幸
子
）

ベ
ビ
ー
カ
ー
赤
ち
ゃ
ん
慣
れ
て
横
座
り

（
熱
田
区
旗
屋　

川
上　

智
生
）

せ
み
が
鳴
く
負
け
じ
と
さ
わ
ぐ
水
遊
び

（
熱
田
区
三
番
北
み
の
り
会　

鈴
木　
　

清
）

フ
ー
ド
ロ
ス
続
け
た
証
し
目
方
増
え

（
中
川
区
五
反
田
第
五
楽
々
ク
ラ
ブ　

永
田　

康
弘
）

リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
や
さ
し
好
き
に
な
り

（
港
区
高
南
ク
ラ
ブ　

墨
田　

初
美
）

値
上
が
り
も
あ
れ
も
こ
れ
も
と
き
り
が
な
い

（
港
区
惟
信
東
部
長
寿
会　

山
崎　

正
子
）

寿
ぎ
の
華
や
か
満
つ
る
喜
寿
の
膳

（
緑
区
高
見
親
睦
会　

堀
田　

志
保
）

孫
未
来
見
た
く
て
神
と
医
者
通
い

（
名
東
区
高
針
福
寿
会　

加
藤　
　

誓
）

あ
と
一
つ
間
違
い
探
し
で
汗
が
出
る

（
名
東
区
貴
船
み
ど
り
会　

三
谷　

典
子
）

初
ス
マ
ホ
虹
の
写
真
に
願
い
か
け

（
天
白
区
笹
山
ク
ラ
ブ　

池
上
ゆ
り
子
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
11
月
6
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー
０
８
４
４ 

名

古
屋
市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー
１ 

名

古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま

で
。
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
の
い
ず
れ
か
を
使
っ
て
応
募
が
で
き

ま
す
。

※�
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

こ
ち
ら
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
挿
絵

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
投
稿
先
は
左
下

「
投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

たんぱく質もカルシウムもたっぷりとれるおかずです。
お麩のミルクスクランブルエッグ

　厳しい夏が過ぎ、やっと外に出られるようになりましたね。運動を始めたいな、と思
うとき、膝や腰の痛みが気になる方が多いのではないでしょうか。体を動かすのに使う
筋肉、骨、関節、軟骨、椎間板といった「運動器」のいずれか、あるいは複数に障害が
おこり、歩行や日常生活に何らかの障害をきたしている状態を「ロコモティブシンドロー
ム」略して「ロコモ」といいます。
　いつまでも自分の足で歩き続けるためには食事でしっかり栄養を取ることが大切です。
筋肉や骨を強くするために１日３回の食事から必要なエネルギーをとりましょう。また、
肉・魚・卵といった動物性のたんぱく質を毎食手のひらサイズの量で食べましょう。
　定期的に体重を量り体の状況をチェックすることも大切です。食事をしっかりとり、
運動をして「ロコモ」を予防しましょう。

「ロコモ」って知ってますか？

名古屋市健康福祉局�管理栄養士　磯部　貴恵

〈材料1人分〉

＊麩はたんぱく質を多く含み
ます。乾物なので常温で
長期保存できます。

〈調理アドバイス〉

⑴平たい耐熱皿に麩をならべ、
牛乳と塩を入れ電子レンジ
で 500 Ｗ１分半加熱し戻し
ておく。

⑵卵をボウルに割入れ、⑴を
細かくちぎったものとピザ用
チーズを合わせる。

⑶フライパンにバターを溶か
し、⑵を箸で円を描くよう
に混ぜつつ炒め火を通す。

⑷皿に盛り、お好みでケチャッ
プをかける。

〈作り方〉

52

　麩（乾物）………5ｇ
　牛乳 ……………50g
　塩 ………………少々
卵 …………………1 個
ピザ用チーズ …… 5ｇ
バター …………… 小さじ1
ケチャップ…………お好みで

画／石田　民子（瑞穂区 第十瑞高会）
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猛
暑
を
乗
り
切
り
、
よ

う
や
く
秋
を
迎
え
ま
し

た
。

　

本
年
5
月
か
ら
「
新

型
コ
ロ
ナ
」
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
仲
間
入
り
と
な

り
、
は
や
数
カ
月
経
ち
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
半
信
半
疑
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
の

で
は
？ 

　

し
か
し
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
前
向
き
で
す
‼ 

数
年
間
で

衰
え
た
体
力
を
挽
回
す
べ
く
活

発
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
「
元
気
に
な
る
ヨ
！
」
と
周

り
に
声
を
か
け
、

若
々
し
く
楽
し

ん
で
活
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
A
）

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

71
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

村
瀬　

勝
男（
市
老
連
理
事
）

　

田
代　

吉
洋（
中
村
区
）

　

朝
日　

俊
彦（
中
区
）

　

高
橋　

静
江（
昭
和
区
）

　

吉
田　

憲
二（
瑞
穂
区
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク 

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　（http://w
w
w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ ヨコのカギ★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

プ
ロ
テ
イ
ン 

タ
ン
パ
ク
生
活
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き
し

　

め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、
合
計
55
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
11
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
2
6
8
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ツ
ウ
ヨ
ウ
モ
ン
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解い

て、ABCDEFに入ることばを見つ
けてください。
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※
歌
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は
３
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

※
歌
詞
は
３
番
ま
で
あ
り
ま
す
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歌
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唱
歌

文
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省
唱
歌

　1912 年（明治 45 年）に文部省から刊
行された「尋常小学唱歌」に掲載された。
祭囃子の賑やかな様子が太鼓と笛の擬音で
繰り返し表現され、楽しい雰囲気を醸し出し
ている。自然信仰が根付く日本では、鎮守
の森に神様が住むと考えられ、秋には実り
の収穫を感謝して奉納するようになった。 ※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。

読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

秋の所蔵品展 特別展「開館35周年記念 福田美蘭─美術って、なに？」
　ロココからエコール・ド・パリまでの絵画や、
エミール・ガレに代表されるアール・ヌーヴォー
のガラス工芸、家具など、フランス美術 300年
が一望できる作品が一堂に会します。約180
点の主要なコレクションをご覧いただけます。

　中部地方では初となる現代美術家・福田
美蘭の個展。時事問題や古今東西の名画
を題材に、固定観念を覆す鋭い視点で、とき
にユーモアを添えて表現する。名古屋市美
術館所蔵品から着想した新作も展示予定。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期/2023年9月1日㈮～10月22日㈰
開館/平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日 ※月曜が祝日の場合は開館、翌日休館
入館料/一般1,000円、小中高生500円、小学生未満無料
☎052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期/2023年9月23日（土・祝）～11月19日㈰
開館/9：30～17：00（11月3日を除く金曜日は20：00まで）※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日（※10月9日は開館）、10月10日㈫
入場料/一般1,500（1,300）円、高大生1,100（900）円、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金　☎052-212-0001

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など
麺づくりに適した国産の小麦粉と、
国内産の塩、そしてまろやかな口
当たりの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるめんです。

創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

大人のためのプロテイン タンパク生活

● 森永乳業株式会社 東海支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

エミール・ガレ《ホオズキ文花器》1894年頃 福田美蘭《松竹梅》2017年、アクリル・パネル、千葉市美術館蔵
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物事を成就するには相応の時間がか
かるという意味のことわざ。「○○栗
三年柿八年」
油あげの中に酢飯をつめた食べ物
湯を沸かす金属の道具
体重が元に戻ること
美しいふるまい。「○○○が美しい」
上下の歯がぴたりと合うこと。または
その具合
事業や学術研究の上でなしとげた仕
事。または仕事のできばえのこと
「○○○三晩、寝ずに考えた」
一週間それぞれの日に付けられている
共通の呼び方
『まったく』『少しも』などの意味で使
われる言葉。「○○知らず」
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相手の立場になって考える心
もち米でできた皮を二枚あわせ、中
にあんをつめた和菓子
○○犬、○○刈り機、○○遼太郎
森林を育成・保護し、木材などによっ
て利益を得る産業
土の中に住む細長い動物。排泄物
は良質の肥料になる
事業などで収支を予測し、必要な
数字・金額などを見積もること
スポーツなどで段違いの強さで勝
つこと
奈良時代に発生した日本固有の詩歌
左は左折。右は？
優秀な者が例外的に学年を飛び越
して進級すること
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